
４ひがしくるめ　市　議　会　だ　よ　り．．

令
和
元
年
度
決
算
を
認
定

▶ ▶
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◆次のひがしくるめ市議会だよりは月日発行予定です。◆

　
今
定
例
会
で
は
、
意
見
書
案

３
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
関
係
行
政
庁
に
送
付
し

ま
し
た
。

　
内
容
、
送
付
先
な
ど
詳
し
く

は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
会
派

の
表
決
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

◆
地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
着
実
な
推
進
を
求
め
る
意
見

書◆
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
た
罹
災
証
明
書
の
交
付

を
求
め
る
意
見
書

◆
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化

対
策
の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

　
い
ま
だ
冷
め
や
ら
ぬ
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
、
７
月
末
に
令
和

２
年
第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
東
久
留
米
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）
が
可
決
と

な
り
ま
し
た
。
続
い
て
８
月
末

か
ら
９
月
末
に
か
け
て
、
令
和

２
年
第
３
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
日
程
の
関
係
か
ら

決
算
特
別
委
員
会
は
、
本
市
議

会
で
は
初
め
て
と
な
る
第
３
回

定
例
会
会
期
中
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予

算
で
は
第
７
号
・
第
８
号
の
ほ

か
、
順
次
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
第
９
号
も
最
終
日
に
追
加
と

な
り
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

（
引
間
　
太
一
）

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算

を
審
査
す
る
た
め
、
９
月

日

・

日
・

日
の
３
日
間
で
決

算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
阿
部
利
恵
子
委
員
長

（
公
明
党
）
、
島
崎
孝
副
委
員

長
（
自
民
ク
ラ
ブ
）
の
下
で
審

査
さ
れ
、
一
般
会
計
、
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・

介
護
保
険
・
下
水
道
事
業
特
別

会
計
の
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
本
会
議
最
終
日

の

日
に
審
議
し
、
賛
成
多
数

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
額
は
、
一
般
会
計
が
歳

入

億
８
９
５
２
万
５
６
０
５

円
、
歳
出

億
３
３
０
７
万
３

３
４
１
円
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
が
歳
入

億
６
２
８
３

万
１
１
９
９
円
、
歳
出

億
６

４
９
万
９
５
２
８
円
、
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
が
歳
入


億
３
７
５
６
万
３
６
０
８
円
、

歳
出

億
３
６
０
４
万
１
０
５

９
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
が

歳
入

億
４
４
５
７
万
８
２
３

３
円
、
歳
出

億
２
５
３
０
万

９
６
３
１
円
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
が
歳
入

億
９
２
４
０

万
２
８
４
５
円
、
歳
出

億
４

５
５
万
９
８
２
２
円
と
な
り
ま

し
た
。

【
委
員
会
で
の
総
括
説
明
に
対

す
る
質
疑
か
ら
】

質
問
　
令
和
元
年
度
決
算
の
評

価
は
。

市
長
　
財
政
調
整
基
金
の
繰
入

を
行
っ
た
も
の
の
経
常
収
支
比

率
は

・
７
％
と
な
り

ポ
イ

ン
ト
改
善
し
た
。
こ
れ
は
多
摩


市
平
均
と
同
率
で
、
近
隣
５

市
の
平
均
と
比
較
す
る
と
低
い

結
果
と
な
っ
て
い
る
が
、
な
お

高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
な
く
、
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
は
保
て
た
の
か
。

市
長
　
令
和
元
年
度
に
発
行
し

た
一
般
会
計
に
係
る
地
方
債
は

約

億
２
３
０
０
万
円
で
、
償

還
元
金
の
約

億
２
３
０
０
万

円
を
約
２
億
円
上
回
っ
て
い

る
。
普
通
建
設
事
業
債
に
限
っ

て
は
、
発
行
額
が
償
還
元
金
を

約
５
６
０
０
万
円
下
回
っ
て
い

る
。

質
問
　
財
政
調
整
基
金
お
よ
び

特
定
目
的
基
金
の
現
在
高
に
つ

い
て
の
評
価
・
分
析
は
。

市
長
　
財
政
調
整
基
金
の
令
和

元
年
度
末
残
高
は
約

億
２
３

０
０
万
円
、
前
年
度
比
約
４
億

７
４
０
０
万
円
減
少
、
基
金
全

体
で
は
約

億
６
０
０
０
万

円
、
前
年
度
比
約
４
０
０
０
万

円
減
少
。
今
後
、
歳
入
の
減
収

も
見
込
ま
れ
、
さ
ら
な
る
財
政

調
整
基
金
の
活
用
も
必
要
に
な

る
場
面
も
あ
り
得
る
と
考
え

る
。

質
問
　
事
務
事
業
の
見
直
し
に

公
会
計
制
度
を
反
映
さ
せ
、
費

用
対
効
果
を
「
見
え
る
化
」
す

る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
は
。

市
長
　
公
会
計
制
度
に
よ
る
財

務
書
類
の
活
用
は
、
一
部
の
自

治
体
で
先
駆
的
な
事
例
も
あ
る

が
、
現
時
点
で
事
務
事
業
ご
と

の
評
価
に
財
務
書
類
を
活
用
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

質
問
　
令
和
元
年
度
の
市
税
収

入
は

億
１
３
９
１
万
４
千

円
、
前
年
度
比
１
億
５
８
６
３

万
１
千
円
増
、
法
人
市
民
税
が

前
年
度
比

％
増
と
な
る
な
ど

増
加
要
因
と
今
後
の
展
望
は
。

市
長
　
個
人
市
民
税
は
給
与
所

得
者
・
所
得
金
額
の
増
加
、
法

人
市
民
税
は
製
造
業
、
卸
売
・

小
売
・
飲
食
業
、
不
動
産
業
の

法
人
税
割
の
増
加
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
は
家
屋
の
新

築
等
が
滅
失
の
件
数
を
上
回
っ

た
こ
と
に
よ
る
。
今
後
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
市
税
収
入
の
減
少
が

避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。
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